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２．広島市の現況 

（１）地域の概要                                                    
 

広島市は広島県西部、瀬戸内海沿岸の中央からやや西よりに位置しています。中国山地を背に

しており、山地部が三方から平地部を取り囲んでいます。平地部は、太田川の河口デルタを中心

とし、デルタ市街地には６本の河川が流れています。北部に向かっては太田川の本・支流と八幡

川沿いに、東部に向かっては、瀬野川沿いに細長く開けています。その他の大部分は、比較的急

峻な大小の山が連なる林野でおおわれています。また、南部の広島湾には、多数の島があります。 

広島市は、江戸時代から商業活動が活発に行われ、軍都・学都の性格を持った近代都市として

発展してきました。しかし、昭和２０年（１９４５年）８月６日、原子爆弾により壊滅的な打撃

を受け、多くの人命と町を失いましたが、戦後のめざましい復興により、現在では、人口約１１

５万人を有す、中国・四国地方の経済、文化、行政の中心である中枢都市として発展を続けてい

ます。 

 
（２）高齢者、障害者の状況                                             

 
全国的な少子高齢化の中、広島市においてもその傾向は同様であり、人口の高齢化は急速に進

んでいます。本市全域の総人口に対する高齢者数（６５歳以上の人口）の割合である高齢化率を

みると、平成１８年（２００６年）３月現在では１６．９％を占めています。 
 

 
広島市の高齢者人口の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（数値データは住民基本台帳及び外国人登録による。） 
 

平成１５年 平成１６年 平成１７年 平成１８年
（２００３年） （２００４年） （２００５年） （２００６年）

総人口（人） 1,133,264 1,138,004 1,143,226 1,154,169
高齢者人口（人） 176,037 180,838 186,174 195,557
高齢化率（％） 15.5 15.9 16.3 16.9

1,154,1691,143,2261,138,0041,133,264
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広島市の身体障害者数は、平成１８年（２００６年）３月現在で、３６，９７３人（対総人口

比率：３．２％）となっています。また、身体障害者数は年々増加傾向にあり、毎年、前年比約

３％程度増加しています。 
 身体障害者数を年齢別に比較すると、６５歳以上の高齢者が著しく増加しており、今後の身体

障害者の著しい高齢化が予測されます。 

 等級別では、重度障害者の割合が一番高く、毎年、前年比約４％程度増加しています。 

 障害別では、肢体不自由者の割合が一番高く、毎年、前年比約３％程度増加しています。 

 
年齢階層別身体障害者人口推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（資料は広島市社会局調べ。） 

平成１５年 平成１６年 平成１７年 平成１８年
（２００３年） （２００４年） （２００５年） （２００６年）

総数（人） 33,644 34,715 36,060 36,973
 １７歳以下（人） 780 777 787 816
 １８～６４歳（人） 13,312 13,695 13,709 13,692
 ６５歳以上（人） 19,552 20,243 21,564 22,465

780 777 787 816

13,312 13,695 13,709 13,692

20,243 21,564 22,465
19,552

0

10,000

20,000

30,000

40,000

平成１５年 平成１６年 平成１７年 平成１８年

（人）

１７歳以下 １８～６４歳 ６５歳以上



 - ５ - 

等級別身体障害者人口推移 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

障害別身体障害者人口推移 
 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（資料は広島市社会局調べ。） 

（資料は広島市社会局調べ。） 

14,099 14,692 15,321 15,777

13,827 14,313 14,919 15,250

5,710 5,820 5,946
5,718

0

10,000

20,000

30,000

40,000

平成１５年 平成１６年 平成１７年 平成１８年

（人）

１～２級 ３～４級 ５～６級

3,318 3,375 3,426 3,473
3,485 3,485 3,593 3,650

18,669 19,389 19,894

8,701 9,186 9,652 9,956

18,140

0

10,000

20,000

30,000

40,000

平成１５年 平成１６年 平成１７年 平成１８年

（人）

視覚障害 聴覚障害 肢体不自由 内部障害

平成１５年 平成１６年 平成１７年 平成１８年
（２００３年） （２００４年） （２００５年） （２００６年）

総数（人） 33,644 34,715 36,060 36,973
　１～２級（人） 14,099 14,692 15,321 15,777
　３～４級（人） 13,827 14,313 14,919 15,250
　５～６級（人） 5,718 5,710 5,820 5,946

平成１５年 平成１６年 平成１７年 平成１８年
（２００３年） （２００４年） （２００５年） （２００６年）

総数（人） 33,644 34,715 36,060 36,973
　視覚障害（人） 3,318 3,375 3,426 3,473
　聴覚障害（人） 3,485 3,485 3,593 3,650
　肢体不自由（人） 18,140 18,669 19,389 19,894
　内部障害（人） 8,701 9,186 9,652 9,956
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（３）公共交通機関の現況                                              
 

１） 交通事情 

広島市域の都市交通は、広域交通を担うＪＲ（鉄道）のほか、第三セクターが運営するアス

トラムライン（新交通システム）、民間企業が運営する路面電車やバスなど様々な公共交通機関

により形成されています。 

このうち、鉄道は、広島駅から東西方向に伸びるＪＲ山陽新幹線及び山陽本線を中心にネッ

トワークが形成されています。 

路面電車は、デルタ市街地にネットワークが形成されており、広島湾の西岸を郊外に伸びる

宮島線との直通運行も行われています。運行形態は８系統、総営業キロは１９．０km で、その

間に６１ヶ所の電停があり、電停間の距離は約３４０ｍと高密度の配置となっています。 

バスは、都心から郊外への放射型の路線網を形成しています。バスの走行を円滑にするため、

バス専用レーンの設置などのバス優先対策を実施しています。 

アストラムライン（新交通システム）は、都心の中区紙屋町から市北西部地域の拠点である

西風新都までの１８．４km で運行しています。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

公共交通機関の路線網 
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２） 低床車両の導入状況 
平成１８年（２００６年）３月現在の広島市域の電車・バスへの低床路面電車・ノンステッ

プバスの導入比率は、電車で約１３．４％、バスで約１３．２％であり、充分とは言えない状

況です。 

低床車両の導入状況 
区分 全体 低床車両 導入比率 

電車 119 編成 16 編成 

約 13.4％ 

※ 市内を運行する全編成数のうち、低床路面電車の編成数
の割合 

バス 342 台 45 台 

約 13.2％ 

※ 主に市内中心部を運行経路とする路線の車両数に対する
ノンステップバスの割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

３） 旅客施設の現況 

バリアフリー新法の施行に伴い示された「移動等円滑化の促進に関する基本方針」では、１

日当たりの平均的な利用者数が５，０００人以上である旅客施設※については、平成２２年（２

０１０年）までにバリアフリー化を図ることが目標とされています。 

広島市内には、ＪＲ各駅や路面電車の停留所、アストラムラインの駅など、１３０余りの旅

客施設がありますが、次ページの一覧表のとおり、現在３４施設で１日当たり５，０００人以

上の利用者があります。 

これらの施設のなかで、バリアフリー化の指標の一つとなる昇降施設（エレベーター、エス

カレーター等）の整備状況を高低差が５ｍ以上ある施設について見ると、ＪＲ中野東駅、安芸

中野駅、西広島駅、新井口駅、矢野駅の５駅について、整備未着手となっています。 

    
※ 1 日の利用者数が５，０００人未満でも、次の条件では、バリアフリー新法の対象となる施設

もあります。 

(ｱ) 当該市町村の高齢化率等の地域状況からみて、高齢者、障害者などの方々の利用数が、1

日の利用者数５，０００人以上の旅客施設と同程度と認められる場合 

(ｲ) 徒歩圏内に、相当数の高齢者、障害者などの方々が利用する施設が存在し、移動等円滑

化事業を優先的に 実施する必要性が特に高いと認められる場合 

 

 

 

低床路面電車（グリーンムーバーマックス）低床バス（ノンステップバス） 
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１日当たりの利用者が５，０００人以上の旅客施設の現況（平成１７年度実績） 

区分 路線名 駅名等 
乗降客数

(人／日)

EV､ES 

の有無 
備考 

瀬野 5,888 ○   

中野東 6,078 ×   

安芸中野 6,010 ×   

天神川 15,278 ○  

広島 139,592 ○ Ｈ14～Ｈ16 で整備完了 

横川 32,998 ○ Ｈ17～Ｈ18 で整備完了 

西広島 18,652 × 駅周辺整備計画に併せ検討 

新井口 14,644 ×  

ＪＲ山陽本線 

五日市 24,752 ○ Ｈ18 で整備完了 

ＪＲ呉線 矢野 14,296 × 駅及び駅周辺整備計画に併せ実施予定 

下祇園 6,938 －   

大町 10,410 ○ 駅改札は２Ｆにあり、EV はバスターミナル側 

西
日
本
旅
客
鉄
道
㈱ 

ＪＲ可部線 

可部 7,854 －   

古江 5,704 －   

商工センター入口 7,072 －   

広電五日市 7,322 －   
宮島線 

楽々園 8,949 －   

広島駅 33,793 －  ※（平成 11 年度実績値） 

胡町 6,164 －  ※（平成 11 年度実績値） 

八丁堀 15,168 －  ※（平成 11 年度実績値） 

立町 7,597 －  ※（平成 11 年度実績値） 

紙屋町東 9,369 －  ※（平成 11 年度実績値） 

紙屋町西 19,352 －  ※（平成 11 年度実績値） 

十日市町 5,648 －  ※（平成 11 年度実績値） 

土橋 6,853 －  ※（平成 11 年度実績値） 

広電西広島（己斐） 29,934 －  ※（平成 11 年度実績値） 

広
島
電
鉄
㈱ 

市内線(軌道) 

本通 7,879 －  ※（平成 11 年度実績値） 

本通 17,687 ○   

県庁前 14,053 ○   

中筋 6,196 ○   

大町 10,004 ○   

広
島
高
速
交
通
㈱ 

アストラムライン 

(新交通システム) 

安東 5,637 ○   

バスターミナル 広島バスセンター 38,288 ○  ※（平成 15 年度実績値）（平日） 

旅客船ターミナル 宇品港ターミナル 9,440 －   

合 計 ３４施設 

 

○：高低差 5m 以上の駅等で、エレベーター、エスカレーターの設置がある 

×：高低差 5m 以上の駅等で、エレベーター、エスカレーターの設置がない 

－：平面駅  
 
 


